
第２回　川越市台風第２１号内水浸水検証委員会

資料－１

（１）　第１回検証委員会の指摘事項

（２）　内水浸水原因 の把握

平成３０年５月２５日

川越市



１　第１回検証委員会の指摘事項について　　【一覧表①】

１

No 項目 前回会議での指摘事項 今回会議での対応概要と資料頁

1 浸水状況
樋門のゲートが全閉した午前1時16分前後の実態を把握
するため、同時刻の状況がわかる写真を整理してほしい。

午前1時16分前後で一番近い時刻で確認できる午前3時
30分頃の写真を示す。（資料-１　P3）

2
機械・電気設備の動作点検は適切に行われていたのか、
その精度はどのくらいか。記録はあるのか。

点検記録を示す。（資料-１　P4）

3
P15備考欄の書き方について誤解を与えないような書き
方にすべきである。

備考欄に参考値と樋門の開閉の関係について詳細に追
記した。（資料-１　P5-P8）

4
8時30分に河川班が現地確認をしているので、その具体
的な確認内容、報告内容、それに対してどのような対応、
どのような判断をしたのか整理する必要がある。

10月23日8時30分以降の現地報告について、報告内容
等を整理した。（資料-１　P9）

5
今回の台風被害が大きくなったポイントを分かりやすくし
てほしい。

今回の台風被害が大きくなったポイントを整理した。
（資料-１　P10）

6
平成28年、平成29年の降雨の特徴の差異についても整
理する必要がある。

平成28年、平成29年の降雨の特徴の差異について整理
した。（資料-１　P11-P12）

樋門操作

降雨特性



１　第１回検証委員会の指摘事項について　　【一覧表②】

２

No 項目 前回会議での指摘事項 今回会議での対応概要と資料頁

7 土地利用
田畑の減少は流出量を増大させるので、宅地以外の土地
利用についても整理していただきたい。

流域の田畑、森林について土地利用の変遷を整理した。
（資料-１　P13）

8
モデル
の検証

内水計算モデルの妥当性は、いろいろなデータを使って
補強したほうがよい。中島雨水ポンプ場の浸水データ・痕
跡などが使用できないか。

ふじみ野市の元福岡一丁目排水ポンプ場のポンプ停止時
刻における浸水位から内水計算モデルの妥当性を検証し
た。
（資料-１　P14-P15）

9
緊急的
な対策

住民の不安感を軽減するため、今年の出水期までにやる
べきこと(やろうとしている事)を紹介して欲しい。

今年度実施する取り組みについて整理した。
（資料-２　P1-P2）

10 その他 第１回検証委員会資料P19の差替え。
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１　第１回検証委員会の指摘事項について　【No.１】

３

No 項目 前回会議での指摘事項 今回会議での対応概要

1 浸水状況 樋門のゲートが全閉した午前1時16分前後の実態を把握
するため、同時刻の状況がわかる写真を整理してほしい。

午前1時16分前後で一番近い時刻で確認できる午前3時
30分頃の写真を示す。

葦原中学校

平成29年10月23日　午前3時30分頃
（入間東部地区消防組合消防本部撮影）

①

②

②

① 中島雨水
ポンプ場

中島雨水
ポンプ場

：　撮影場所と撮影方向を示す



１　第１回検証委員会の指摘事項について　【No.２】

４

No 項目 前回会議での指摘事項 今回会議での対応概要

2 樋門操作 機械・電気設備の動作点検は適切に行われていたのか、
その精度はどのくらいか。記録はあるのか。

点検記録を示す。

樋門全景

外水位計動作点検状況



月日 時間
新河岸川水位＊＊

(A.Pm)
(参考値)

西消防署の時
間雨量(mm)

ゲートの状況＊ 河川班の対応＊ 備考

0:00 7.61 11.5 

1:00 8.11 42.5 降雨ピーク

1:16 ゲート全閉 自動で閉鎖

樋門に設置された水位計がAP8.8ｍを感知し、自動で樋門が閉鎖した。参考
値から判断すると、操作規則における閉鎖水位AP8.8mより低い水位となる
が、樋門設置位置や波浪等の影響を受けて、樋門の水位計がAP8.8mを感知
する水位となっていたものと考えられる。

1:45 閉鎖状況確認

2:00 8.73 29.5 

3:00 8.94 16.5 現地確認(内外水位の状況）

4:00 9.10 22.0 

5:00 9.23 21.5 現地確認(内外水位の状況） 新河岸川の水位ピーク

6:00 9.19 6.5 

7:00 9.05 0.0 雨が降り止む

8:00 8.84 0.0 

8:30 現地確認(内外水位の状況）

9:00 8.65 0.0 

10:00 8.45 0.0 

10:50 ゲート開放 手動で開放

樋門が自動で開動作を始める水位AP8.5mを感知していないが、概ね操作規
則水位で手動開操作を行っている。（10時36分に1門開完了、10時50分に２
門全開完了）
参考値から判断すると、操作規則における自動開水位AP8.5mから自動開操
作となっている状況が考えられるが、現場職員と河川課で連絡を繰り返し、
午前10時10分に手動で開操作を開始している。

11:00 8.39 0.0 

12:00 8.33 0.0 

*印の出典： 「台風第21号に対する初動対応にかかる内部検証結果報告書」(平成30年1月）川越市

　　　　　**樋門より約２００ｍ上流に位置している寺尾調節池外水位計の測定値を参考値としている。

10月23日

１　第１回検証委員会の指摘事項について　【No.３】

５

No 項目 前回会議での指摘事項 今回会議での対応概要

3 樋門操作 P15備考欄の書き方について誤解を与えないような書き
方にすべきである。

備考欄に参考値と樋門の開閉の関係について詳細に追
記した。

操作規則水位より低い水位で閉まっているが、樋門設
置位置や波浪等の影響で閉鎖したものと考えられる。

概ね操作規則水位で開放している。

※１

※２

（修正前）

（修正前）



１　第１回検証委員会の指摘事項について　【No.３】
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（P5※１と比較）

６

撮影場所：寺尾調節池樋管



１　第１回検証委員会の指摘事項について　【No.３】

位置図
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寺尾調節池付近における10月23日11時頃の新河岸川の水位（事後確認）
寺尾調節池越流堤高AP7.7m  ＋　水深0.75m  ≒　新河岸川水位AP8.45m（P5※２と比較）

約0.75m

７

撮影場所：寺尾調節池越流堤　新鷹匠橋

水位事後調査

しんたかじょうばし



１　第１回検証委員会の指摘事項について　【No.３】

位置図
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８

撮影場所：江川流域都市下水路樋門

川越市河川課10月23日　11時00分頃撮影

江川流域都市下水路
樋門

江川からの排水



１　第１回検証委員会の指摘事項ついて　【No.４】

　　確認内容　：　江川樋門における内水と外水の状況、寺尾調節池越流堤付近の新河岸川の状況
　　報告内容　：　住宅地側で内水が滞水している状況。新河岸川の水位は高い状況。
　　対応内容　：　８時３０分現地確認。⇒現場職員と河川課で連絡を繰り返しながら樋門開放のための準備を進めた。

位置図
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新河岸川

川越市河川課　10月23日　8時50分頃撮影

寺尾調節池越流堤
新鷹匠橋

寺尾調節池樋管

９

No 項目 前回会議での指摘事項 今回会議での対応概要

4 樋門操作 8時30分に河川班が現地確認をしているので、その具体的な確認内容、報
告内容、それに対してどのような対応、どのような判断をしたのか整理する
必要がある。

10月23日8時30分以降の現地報告につ
いて、報告内容等を整理した。

寺尾調節池



年月日時 牛子小学校 福原備蓄庫 西消防署 所沢
流域平均

雨量
備考

(6時間雨量)
2017/10/22 0:00 0.5 0 0 0 0.1 
2017/10/22 1:00 0.5 0.5 0.5 0 0.5 
2017/10/22 2:00 0.5 0.5 0.5 1 0.5 
2017/10/22 3:00 1.5 2 2 2 1.9 
2017/10/22 4:00 2.5 3 2.5 3 2.6 
2017/10/22 5:00 3.5 4 4.5 5 4.2 
2017/10/22 6:00 4 4 4 4 4.0 
2017/10/22 7:00 4.5 5 5 5 4.9 
2017/10/22 8:00 6 6.5 7 6 6.6 
2017/10/22 9:00 7.5 8 8 8 7.9 

2017/10/22 10:00 7.5 8 7.5 7 7.6 
2017/10/22 11:00 10 10 11 12 10.6 
2017/10/22 12:00 8.5 8.5 10 11 9.4 
2017/10/22 13:00 11.5 11 12 14 11.8 
2017/10/22 14:00 6.5 7 7.5 8 7.2 
2017/10/22 15:00 5 3 5.5 5 4.8 
2017/10/22 16:00 9.5 6.5 12 11 10.1 
2017/10/22 17:00 7 8.5 7 10 7.5 
2017/10/22 18:00 4 6.5 5 6 5.2 
2017/10/22 19:00 7.5 7.5 9 8 8.2 
2017/10/22 20:00 4.5 4 5 3 4.5 
2017/10/22 21:00 3.5 4 3.5 5 3.7 
2017/10/22 22:00 2 1.5 3 1 2.3 
2017/10/22 23:00 6.5 3.5 4.5 3 4.7 
2017/10/23 0:00 10 11.5 11.5 10 11.0 
2017/10/23 1:00 34 38.5 42.5 38 39.2 

2017/10/23 2:00 31 23.5 29.5 22 28.0 

2017/10/23 3:00 13 14 16.5 17 15.1 
2017/10/23 4:00 22 28 22 30 23.9 
2017/10/23 5:00 16.5 17 21.5 22 19.3 
2017/10/23 6:00 5.5 5 6.5 9 6.1 
2017/10/23 7:00 0.5 0 0 0 0.1 
2017/10/23 8:00 0 0 0 0 0.0 
2017/10/23 9:00 0 0 0 0 0.0 

2017/10/23 10:00 0 0 0 0 0.0 
2017/10/23 11:00 0 0 0 0 0.0 
2017/10/23 12:00 0 0 0 0 0.0 

18.1mm

53.9mm

43.0mm

65.4mm

樋門閉鎖期間
内雨量92.5mm

・樋門閉鎖期間(1時16分～10時50分）内の流域平均雨量（92.5mm/実質６時間）は、樋門操作前の６時間毎の雨量の
中で最大雨量となっている。

１０

１　第１回検証委員会の指摘事項について　【No.５】

No 項目 前回会議での指摘事項 今回会議での対応概要

5 降雨特性 今回の台風被害が大きくなったポイントを分かりやすくし
てほしい。

今回の台風被害が大きくなったポイントを整理した。

樋門
閉鎖

1時16分

10時50分



項目 H29.10台風第21号 H28.8台風第9号 差異

ふ
じ
み
野
市
西
消
防
署

連続雨量 12日間、418mm【1.28倍】 5日間、326mm 連続降雨日数
総雨量【1.28倍】

2日雨量 286.5mm【1.60倍】 179.5mm 2日雨量【1.60倍】

時間最大雨量
42.5mm（ピークを含む降雨は、ほ
ぼ12日間連続している）

58.5mm（ピークを含む連続降雨の
前に無降雨が1日ある）

時間最大雨量

降雨波形 後方集中型 中央集中型

新
河
岸
川
水
位
（
参
考
値
）

立ち上がり前
河川水位

A.P5.20m A.P4.80m
立ち上がり前の河
川水位に0.4mの差
がある。

降雨ピーク前の
河川水位

降雨ピーク前に10mm前後の雨が
10時間以上連続して降っていたた
め、河川水位がA.P7.7m程度の高
い水位となっていた。

A.P5.2mから短時間で水位が上昇し
ている。

降雨ピーク前の河
川水位に2.5mの差
がある。

ピーク水位 9.23m 9.10m

○　H29.10台風第21号とH28.8台風第９号の比較（【　】は、H28.8台風第9号の値に対する倍率）（P12参照）

１　第１回検証委員会の指摘事項について　【No.６】

１１

No 項目 前回会議での指摘事項 今回会議での対応概要

6 降雨特性 平成28年、平成29年の降雨の特徴の差異についても整
理する必要がある。

平成28年、平成29年の降雨の特徴の差異について整理
した。
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新河岸川水位(寺尾調節池外水位）

西消防署(市）の10/12からの総雨量418mm、2日
（10/22,23）雨量　286.5mm、時間最大雨量42.5mm

西消防署（市）の8/9からの総雨量326mm、2日（8/22,23）
雨量　179.5mm、時間最大雨量58.5mm

立ち上がり前
水位約A.P5.2m

立ち上がり前
水位約A.P4.8m

5時

16時

9.23m

9.10m

平成29年10月台風第21号

平成28年8月台風第9号

１　第１回検証委員会の指摘事項について　【No.６】

１２

（再掲）第１回検証委員会資料P9（加筆）

降雨ピーク前
水位約A.P7.7m

降雨ピーク前
水位約A.P5.2m



昭和51年 昭和62年 平成9年

平成18年 平成26年

出典：国土交通省　国土数値情報　土地利用細分メッシュデータ

　江川流域都市下水路の事業認可時点（S４２）から、流域の宅地面積（現況排水区域内）は、増加している。

　一方で、森林・畑・水田の面積は減少している。
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１　第１回検証委員会の指摘事項について　【No.７】

１３

No 項目 前回会議での指摘事項 今回会議での対応概要

7 土地利用 田畑の減少は流出量を増大させるので、宅地以外の土
地利用についても整理していただきたい。

流域の田畑、森林について土地利用の変遷を整理した。
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34.3% 33.3%

32.4%

56.3%

41.1% 43.5% 48.6% 51.1%

水田

森林

畑

宅地

水田

森林

畑

宅地

水田

森林

畑

宅地

水田

森林

畑

宅地

水田

森林

畑

宅地

水田

森林

畑

宅地



・元福岡一丁目排水ポンプ場が停止した時間は、午前4時37分であった。

・制御盤の下端部に浸水位が達したとき、ポンプが停止したと考えられ、事後調査によりAP8.93mと確認できた。
・次ページに示す結果から、実績と再現計算の浸水位について検証を行った。

１　第１回検証委員会の指摘事項について　【No.８】

１４

No 項目 前回会議での指摘事項 今回会議での対応概要

8 モデルの検証 内水計算モデルの妥当性は、いろいろなデータを使って補強したほう
がよい。中島雨水ポンプ場の浸水データ・痕跡などが使用できないか。

ふじみ野市の元福岡一丁目排水ポンプ場のポンプ
停止時刻における浸水位から内水計算モデルの
妥当性を検証した。

改修後制御盤下部高

痕跡水位AP9.36m

停止水位AP8.93m

痕跡水位

午前10時36分

AP9.36m

ポンプ停止水位

午前4時37分

AP8.93m

0.
43

m



10月23日午前4時30分

再現計算浸水位：AP9.09m

寺尾調節池

○　再現計算の浸水想定区域と実績浸水位の比較

新
河
岸
川

樋門

凡　例
再現計算における10cm
以上の浸水想定区域　　　　

浸水想定区域は、国が作成している10cm
単位の5mメッシュ地盤高データを使用して
いるため、再現浸水位に±10cm程度の誤
差がある。

江川流域都市下水路

※再現計算により浸水区域を想定したものです。

元福岡一丁目排水ポンプ場
実績浸水位：AP8.93m

１　第１回検証委員会の指摘事項について　【No.８】

１５



　２　内水浸水原因の把握

江川流域

・江川流域都市下水路は、台地に挟まれた低地部を流下しているため、雨水が集まり
やすい地形特性を有している。

 ・江川流域都市下水路下流域から上流域へと土地利用の宅地化が進み、流域の市
街化による雨水流出が増加している。
　　

・長雨（１２日間連続）が続き、雨水が土壌に染み込みにくい状況となっていた可能性
があり、流域の雨水が江川流域都市下水路に早く集水しやすい状況であった。
　　

・西消防署雨量観測所（江川流域都市下水路近傍）の２日間雨量（１０月２２・２３日）
は２８６．５ｍｍを観測し、新河岸川河川整備計画の２日間雨量２４５．７ｍｍを上回る
降雨であった。
　　

・新河岸川の水位が上昇し、住宅地側への逆流を防止するため、江川流域都市下水
路樋門を閉鎖し、その後も、降雨及び新河岸川の水位上昇が続いたため、樋門開放
までに時間を要した。
　　

・樋門閉鎖の間、降雨が続いたため、流域から流出した内水が低地部から滞留し、下
流域で内水浸水が発生した。

１６
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8

8.5

9

9.5

10

0:00 1:00 2:00 3:00 4:00 5:00 6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00

浸水痕跡調査結果等

浸水位（推定）

ふじみ野市浸水位（平均）

川越市浸水位（平均）

地点

地盤高 8.83 7.73 7.73 8.23 8.23 8.53 8.93 8.23 8.63

時刻 浸水深(m)
浸水位
（A.Pm)

浸水深(m)
浸水位
（A.Pm)

浸水深(m)
浸水位
（A.Pm)

浸水深(m)
浸水位
（A.Pm)

浸水深(m)
浸水位
（A.Pm)

浸水深(m)
浸水位
（A.Pm)

浸水深(m)
浸水位
（A.Pm)

浸水深(m)
浸水位
（A.Pm)

浸水深(m)
浸水位
（A.Pm)

1:50 0.2 7.93 7.93

2:00 0.5 8.23 8.23

2:05 0.2 8.43 8.43

2:10 0.3 8.53 8.53

2:25 0.3 8.83 8.83

2:45 0.5 9.43 9.43

2:55 0.5 8.73 0.6 8.83 8.78

3:00 0.2 8.83 8.83

4:00 0.1 8.93 8.93

4:30 1.2 8.93 8.93

4:42 0.3 9.13 9.13

6:00 0.4 9.23 9.23

8:30 0.5 9.33 1.6 9.33 9.33

FH:葦原中学校正門
南

FI地点 FJ地点
FB:セブンイレブン裏

（B地点）
ふじみ野市

平均

FC:セブンイレブン前
（C地点）

FD地点 FE地点 FF地点 FG地点

地点

地盤高 8.83 9.03 8.83 7.43 8.03 8.03 8.03

時刻 浸水深(m)
浸水位
（A.Pm)

浸水深(m)
浸水位
（A.Pm)

浸水深(m)
浸水位
（A.Pm)

浸水深(m)
浸水位
（A.Pm)

浸水深(m)
浸水位
（A.Pm)

浸水深(m)
浸水位
（A.Pm)

浸水深(m)
浸水位
（A.Pm)

2:09 0.1 8.93 8.93

3:45 0.2 9.03 9.03

4:45 0.4 9.23 1.2 9.23 1.5 9.53 9.33

10:00 0.4 9.43 2 9.43 1.2 9.23 9.36

川越市
平均

KG:寺尾中学校(一号
幹線上）

KA:寺尾小学校前
KB:寺尾小学校前（南

西側）
KE:寺尾調節池沿い

KF:寺尾調節池沿い
(住宅の中）

KD:中島雨水ポンプ
裏

KC:セブンイレブン前

　 ４　内水浸水実態の把握　4)　滞水の状況

江川流域

○浸水位の推定
　
　川越高階分署、入間東部地区消
防組合消防本部で調査された下表
の時刻、地点での浸水深の情報に
5mメッシュの地盤高データを加え
浸水位に変換し時刻毎の平均の
浸水位の変化を整理した。

任意時刻毎の実績浸水深情報（川越高階分署調べ）

任意時刻毎の実績浸水深情報（入間東部地区消防組合消防本部調べ）

赤枠のデータと最高浸水位の情報か
ら上図を作成している。

水位（A.Pm)

浸水痕跡（最高浸水深）より推定した最高浸水位
　　（上図の10時に図化）

１９

時刻
浸水位（推定）

（A.Pm)
2:00 8.35
3:00 8.80
4:00 9.08
5:00 9.23
6:00 9.26
7:00 9.29
8:00 9.31
9:00 9.34

10:00 9.36

市名
浸水深
(m)

地盤高
(A.Pm)

浸水位
(A.Pm)

備考

正門 0.65 8.73 9.38 写真

正門前道路 0.70 8.63 9.33 写真

中島雨水ポンプ場 9.52 測量値

9.31 測量値

元福岡一丁目ポンプ 9.38 測量値

ファミリーマート前 0.00 9.43 9.43 ふじみ野市消防団

0.50 8.93 9.43

0.72 8.63 9.35

0.70 8.53 9.23

0.42 8.93 9.35

0.60 8.73 9.33

1.05 8.23 9.28

0.38 9.03 9.41

0.53 8.73 9.26

1.39 7.93 9.32

1.59 7.83 9.42

1.05 8.33 9.38

1.04 8.23 9.27

0.76 8.63 9.39

0.44 8.93 9.37

0.36 9.03 9.39

平均 9.36

川越市

寺尾中学校

江川都市下水路樋門上流

1

ふじみ野市

12

13

14

15

16

17

洪水痕跡調査

地点No

2

3

4

6

7

8

10

11

浸水位（推定）の変化

※実績浸水深情報及び浸水痕跡より推定した最高浸水位には、調査
時の環境や調査の位置、計測及び5mメッシュから算定した地盤高の
精度、また波浪等の影響による誤差が含まれると考えられます。

※浸水位（推定）は、こうした調査情報から水位の変化（傾向）を回帰
分析により推定したものであり、実際に発生した浸水位の変化を表現
したものではありません。


